










山口県宇部保健所での 3歳児健診(平成元年 4月から平年 2年 3月まで)の際に,腎・尿路系

疾患の早期発見のために,計 1,725 名の児に問診,試験紙による検尿,超音波検査,尿β2-ミ

クログロブリンの測定を行った。計 11名の異常者を発見したが,種々の検査項目のうちで

予測値が 5%をこえたものは,1)尿路感染症の既往,2)試験紙法の蛋白,3)超音波検査,4)尿

β2-ミクログロブリンの測定の四つだった。膀胱尿管逆流現象の発見はスクリーニングの

大きな課題である。 


